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委
員　

平
成
22
年
度
に
新
し
く
府

中
消
防
署
と
、
併
設
さ
れ
る
中
央

防
災
セ
ン
タ
ー
の
完
成
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
機
能
を
持
っ
た
施
設
の
開
設

は
、
本
市
が
初
め
て
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
供
用

中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
の

　

供
用
開
始
時
期
と
機
能
は

開
始
の
時
期
と
機
能
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
次
長　

現
在
、
22
年

８
月
の
供
用
開
始
を
目
途
に
消
防

署
と
協
議
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と

し
て
は
、
本
市
の
防
災
課
事
務
室
、

災
害
時
に
は
災
害
対
策
本
部
室
、

ま
た
消
防
団
の
本
部
室
等
が
併
設

さ
れ
、
災
害
対
策
本
部
員
、
府
中

警
察
署
、
自
衛
隊
、
消
防
団
員
が

災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
様
々
な

機
能
を
展
開
し
て
い
く
。

委
員　

障
害
者
移

動
支
援
事
業
で
の

小
・
中
学
校
へ
の

登
下
校
支
援
に
つ

い
て
、
新
た
に
同

一
世
帯
に
複
数
の

障
害
者
、
高
齢
者

が
い
る
場
合
等
、

家
庭
の
状
況
に
よ

り
補
助
を
行
う
と

い
う
対
象
者
の
要

件
が
追
加
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

要
件
の
中
の
﹁
複
数
﹂
の
考
え
方

を
聞
き
た
い
。

障
害
者
福
祉
課
長
補
佐　

﹁
複
数
﹂

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

は
父
親
が
職
場
へ
行
き
、
母
親
が

障
害
を
持
つ
子
ど
も
２
人
を
小
学

校
と
中
学
校
に
送
る
場
合
な
ど
、

時
間
的
に
不
可
能
な
事
例
が
想
定

さ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
同
事
業
の
対
象
者

要
件
に
つ
い
て
は
、
実
態
に
即
し

た
内
容
に
し
て
い
き
た
い
。

障害者移動支援事業

　対象者要件の考え方は

委
員　

学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
等
の
問
題
に
つ

い
て
の
対
応
策
等

を
検
討
す
る
、
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
進
ち
ょ

く
状
況
は
。

　

ま
た
、
同
セ
ン

タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て
、
セ
ン

タ
ー
方
式
、
自
校
調
理

方
式
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
の
議
論
は

行
っ
た
か
。

給
食
担
当
副
主
幹　

現

状
、
課
題
、
対
策
に
つ

い
て
洗
い
出
し
を
行
い
、

教
育
委
員
会
に
報
告
を

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
方
式
は
、

施
設
の
利
点
を
生
か
し
、

学校給食センターの老朽化

対 応 の 検 討 状 況 は

食
材
購
入
、
人
件
費
等
の
面
で
効

率
的
で
あ
る
。

　

自
校
調
理
方
式
は
、
食
数
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

顔
を
見
な
が
ら
調
理
が
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
学
校
ご
と
に

給
食
室
の
整
備
が
必
要
な
ど
、
維

持
管
理
費
が
か
か
る
等
の
議
論
が

あ
っ
た
。

委
員　

府
中
市
観
光
振
興
プ
ラ
ン

検
討
協
議
会
に
つ
い
て
、
委
員
構

成
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞

き
た
い
。

　

ま
た
、
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
進
行
管
理
を
委
託
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
委
託
先
等
に
つ
い
て

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

観
光
振
興
プ
ラ
ン
検
討
協
議
会

委
員
の
構
成
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

経
済
観
光
課
長
補
佐　

同
協
議
会

の
委
員
構
成
は
、
公
募
の
市
民
、

有
識
者
、
市
内
の
各
種
団
体
の
代

表
者
な
ど
を
考
え
て
お
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
７
月
か
ら
23
年
３
月
末
ま
で
を

予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
つ
い
て
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
の
選
定
を
予
定
し
て
お
り
、
観

光
に
よ
る
経
済
効
果
な
ど
の
調
査

等
の
委
託
を
想
定
し
て
い
る
。

委
員　

本
市
で
は
、
平
成
25
年
度

ま
で
の
計
画
で
学
校
の
耐
震
化
を

進
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、耐
震
化
に
よ
っ
て
、校

舎
の
寿
命
そ
の
も
の
が
伸
び
る
わ

け
で
は
な
く
、今
後
、学
校
の
建
替

え
等
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
市
の
計
画
は
。

学
校
耐
震
化
等
推
進
担
当
主
幹

　

学
校
の
校
舎
は
、昭
和
40
・
50
年

代
と
い
っ
た
児
童
・
生
徒
が
大
幅

に
増
え
た
時
期
に
建
て
ら
れ
て
お

り
、
年
数
が
経
過
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

25
年
度
の
耐
震
化
終
了
後
に
は
、

小
・
中
学
校
の
改
築
計
画
を
策
定

し
、30
年
度
以
降
に
は
、改
築
に
着

手
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

学

校

の

建

替

え

　

今

後

の

予

定

は

子
ど
も
手
当
の
経
済
効
果

委
員　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を

社
会
全
体
で
支
援
す
る
た
め
に
実
施
す

る
事
業
で
あ
る
が
、
相
乗
効
果
と
し
て

期
待
で
き
る
経
済
効
果
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
聞
き

た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

国
で
は
、
子
ど
も

手
当
で
支
給
さ
れ
る
約
１
兆
３
０
０
０

億
円
の
う
ち
、
７
割
程
度
が
消
費
に
回

る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
経
済
効

果
が
上
が
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
学
習
教
材
の
購
入
や
学
習
塾

な
ど
の
教
育
ビ
ジ
ネ
ス
に
波
及
効
果
が

あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の

傾
向
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

樹

木

の

保

護

対

策

委
員　

馬
場
大
門
ケ
ヤ
キ
並
木
や
桜
並

木
な
ど
の
保
存
樹
木
の
保
護
対
策
を
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
聞

き
た
い
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

馬
場
大
門
ケ
ヤ

キ
並
木
に
つ
い
て
は
、
保
護
管
理
計
画

に
従
っ
て
既
に
実
施
し
て
お
り
、
現
在

は
本
市
を
保
護
管
理
団
体
と
す
る
指
定

の
申
請
を
行
っ
て
い
る
。
指
定
後
も
樹

木
の
せ
ん
定
、
治
療
、
清
掃
、
調
査
及

び
保
護
対
策
の
立
案
等
、
関
係
部
課
が

協
力
し
、
よ
り
積
極
的
に
保
護
対
策
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長　

桜
通
り
改
修
計
画
策

定
費
を
計
上
し
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

歩
け
る
環
境
づ
く
り
を
検
討
す
る
中
で
、

桜
の
保
存
方
法
を
見
直
し
た
い
。

補
助
金
等
評
価
協
議
会

委
員　

平
成
21
年
９
月
に
、
補
助
金
等

評
価
協
議
会
か
ら
市
長
あ
て
に
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
が

22
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
、

補
助
金
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
な
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

財
政
担
当
参
事　

同
協
議
会
で
の
検
討

趣
旨
は
、
本
市
の
補
助
金
等
に
関
す
る

見
直
し
方
針
と
こ
れ
に
基
づ
く
評
価
、

審
査
方
法
の
妥
当
性
及
び
今
後
の
補
助

金
審
査
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
個
別
の
補
助
金
の
是
非
を

検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
22
年

度
予
算
で
は
特
に
補
助
金
の
内
容
に
つ

い
て
の
見
直
し
は
行
っ
て
い
な
い
。

再

開

発

事

業

委
員　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
再
開
発
事

業
で
の
市
営
駐
車
場
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
角
度
か
ら
見
て
も
必
要
性

が
な
い
と
考
え
る
。
同
事
業
の
計
画
案

で
の
駐
車
場
出
入
り
口
の
つ
く
り
を
見

る
限
り
、
よ
り
一
層
必
要
性
が
な
く
な

っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
市
で
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
安
全
部
長　

今
後
、
駅
周
辺
で
は

駐
車
場
の
需
要
が
集
中
す
る
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
を
進
め
る
た
め
、

現
在
様
々
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
駐
車
場
の
出
入
り
口
は
、
府

中
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
考
え

る
上
で
、
大
き
な
課
題
で
は
あ
る
が
、

駐
車
場
の
必
要
性
に
ま
で
影
響
す
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

校

舎

耐

震

化

委
員　

近
年
、
世
界
各
地
で
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
５
以
上
の
地
震
が
多
発
し
て

い
る
。
我
が
国
で
も
地
震
に
対
し
て
は

あ
ら
ゆ
る
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
市
立
小
・
中
学
校
の

校
舎
耐
震
化
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
に
完
了
予
定

の
工
事
も
含
め
た
、
市
立
小
・
中
学
校

の
耐
震
化
率
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長　

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
一
期
工
事
と
二
期
工
事
に
分
か
れ

て
い
る
た
め
、
学
校
単
位
で
は
な
く
校

舎
の
棟
別
の
耐
震
化
率
に
な
る
が
、
体

育
館
を
含
め
た
小
学
校
校
舎
の
棟
別
耐

震
化
率
は
79
・
５
％
、
中
学
校
校
舎
は
、

86
・
２
％
と
な
り
、
小･

中
学
校
全
体

で
は
、
82
・
４
％
の
耐
震
化
率
と
な
る
。

平成 22年度各会計別予算額
区　　分 平成22年度 平成21年度 伸び率（％）

一　般　会　計 889億5000万円 　 826億2000万円 　  7.7

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険 209億3312万6千円 225億6210万円 △ 7.2

後期高齢者医療 34億9770万円 33億9213万1千円  3.1

老 人 保健医療 465万円 5976万4千円 △ 92.2

介 護 保 険 112億9188万6千円 108億1726万3千円  4.4

競 走 事 業 1048億5718万5千円 1123億2987万4千円 △ 6.7

公 共 用 地 16億7609万円 15億7790万6千円  6.2

下 水 道 事 業 38億5518万3千円 40億1716万3千円 △ 4.0

火 災 共済事業 964万1千円 966万2千円 △ 0.2

計 1461億2546万1千円 1547億6586万3千円 △ 5.6

合　　計 2350億7546万1千円 2373億8586万3千円 △ 1.0

歳
入

８
８
９
億
５
０
０
０
万
円

歳
出

市税
475億8545万2千円
（53.5％）

市税
475億8545万2千円
（53.5％）

民生費
396億3287万7千円
（44.6％）

民生費
396億3287万7千円
（44.6％）

教育費
137億3906万7千円
（15.4％）

教育費
137億3906万7千円
（15.4％）

総務費
110億1659万8千円
（12.4％）

総務費
110億1659万8千円
（12.4％）

衛生費
82億3087万
5千円（9.3％）  

衛生費
82億3087万
5千円（9.3％）  土木費

72億3846万
4千円（8.1％）　

土木費
72億3846万
4千円（8.1％）　

その他
90億

9211万
9千円

（10.2％）

その他
90億

9211万
9千円

（10.2％）

国・都支出金
205億8037万1千円
（23.2％）

国・都支出金
205億8037万1千円
（23.2％）
繰入金
51億6584万4千円
（5.8％）

繰入金
51億6584万4千円
（5.8％）

市債
36億8760万円
（4.1％）

市債
36億8760万円
（4.1％）

その他
119億
3073万
3千円
（13.4％）

その他
119億
3073万
3千円
（13.4％）

平成 22年度一般会計予算款
かん

（科目）別内訳

　▲学校給食センター


